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「知的財産教育【３年生】」

11月14日(金)、体育館にて知的財産教育学習会が行われました。知財力開発推進事業校の活
動の一環として、つじのか国際商標事務所より杉田基子先生をお招きし行われました。意匠権、
著作権。特許権が日常生活の中で如何に関わっているかを、学ぶことができました。ＳＮＳの普
及により、様々な情報を得ることが容易になった時代の中で、無意識のうちに他者の知的財産を
侵害し訴訟になっている事例を聞きながら、改めて知財学習の必要性を生徒は感じることができ
ました。また、グループワークで専攻班に分かれて、新商品の開発と知的財産をテーマに発表し
ました。高校生ならではの斬新なアイデアもあり、講師の先生からお褒めの言葉を頂くなど充実
した３時間の学習会でした。

「第49回全道高等学校写真展･研究大会【総合文化部写真班】」

10月15日(水)～17日(金)に岩見沢市民会館において、高文連第49
回全道高等学校写真展・研究大会が行われ、更別農業高校からは支部
大会で推薦された３年伊藤蒼一朗さんの２作品を出品しました。
全道大会の出品数は419点であり、どれも秀逸な作品が並ぶ中、伊

藤くんの１作品が入選に選ばれる結果になりました。伊藤くんは３年
連続で全道大会に出品することができた上、最後の３年生も入選する
ことができ、有終の美を飾ることができました。
３年生が引退して部員が少なくなりましたが、来年度も部員全員が

地区大会入賞、全道大会出品を目指して活動していきます。更別村の
皆様の支えがあればより一層励みになると思いますので、今後も引き
続き温かいご声援をいただければと思います。

【全道大会入賞作品】

入選 ３Ｂ 伊 藤 蒼一朗「呉越同舟」（ごえつどうしゅう）



「とかち･市民「環境交流会」2025」
令和８年１月行事予定

11月１５日に生物活用分会4名は、今年度初
めて「とかち・市民「環境交流会」2025」に
参加しました。今年度で23回目の開催となる歴
史のある環境交流会で、今回学校関係からの参
加は私達だけでしたが、身近なところから取り
組める環境改善がテーマということで、私達分
会員もＳＤＧｓに関する意識を更に高めるため
に参加しました。
私たちは学校の廃棄花で押し花を作り、それ

を用いたレジンマスコット作りを十勝管内の皆
様に体験していただきました。今回は、小さな
お子さんだけではなく、いつにも増して大人の
お客様の参加も多くありました。52名の方のご
来場を頂き、楽しい時間を過ごすことが出来ま
した。他のブースにもたくさんの企業が参加し
ていて「お絵かき手作りエコバック」コーナー
や「SDGｓのゲームに挑戦」などお客さんとし
て参加したいと思うコーナーも多くあり、大変
有意義な時間を過ごすことが出来ました。

「AC101ドローン研修」

11月10日(月)～14日(金)に池田町の（株）小杉商店ドローン
事業部のインストラクター２名に来校いただき、生徒３名・教員
３名がドローンの研修を受けました。実技研修では寒空の中、飛
行前の確認作業や、散布手順など、基本的な操作技術を教わりま
した。学科講習では航空法に関することや、機体についての知識
を学ぶことができました。実技試験・学科試験とも全員無事に合
格することができました。
十勝でもドローンを使用した農薬散布やセンシング技術が増え

ています。生徒の中には農業後継者もいるため、次年度以降、本
校の圃場でもドローンを使用した実習を展開し、
卒業後、生徒が自分たちの畑で操縦ができるよ
うにしたいです。
農業以外にもドローンを活用した職業が増え

います。ドローンの可能性は無限大なので、今
回の研修を機に様々な職種にチャレンジしてほ
しいです。
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